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江木衷
（一八五八―一九二五）
は、明治から大正時代にかけて活躍した著名な法律家で、中央大学の前身である「英吉利法律
学校」の創立者の一人である。彼は警視庁、司法省、内務省などに勤務した後、弁護士として活躍し、法律学者としても多数の著書、論文を遺した。その一方で、彼は「冷灰」という号で知られる漢詩人であった。彼は漢詩の会への参加などを通じて専門の漢詩人や漢詩の愛好家達、さらに 訪日した中国の文人達とも積極的に交流し 多くの作品を遺した。また自らも漢詩の詩社檀欒会を主催してい 本稿では江木衷の漢詩人としての側面に光をあて、その作品の中でも特に蘇軾「聚星堂雪」いう作品に次韻した詩を中心として鑑賞し、彼が当時の漢詩文化に果たした役割、意義について考えてみたい。
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（一八五八―一九二五）
は、明治から大正時代にかけて活躍した著名な法律家で、中央大学の前身である
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「英吉利法律学校」の若き創立者の一人である。彼は警視庁、司法省、内務省などに勤務した後、弁護士として活躍し、法律学者としても多数の著書、論文を遺した。その一方で、彼は「冷灰」という号で知られる漢詩人であった。
江戸時代を通じて学問の主流は漢学であり、漢文を書き漢詩を作るのは江戸時代の知識人の欠くべからざる教養
であった。しか 明治以降の変革は日本の漢詩にも大きな影響を与えた。欧米の学問が急速に輸入されると、漢学は次第に学問の主流からはずされ、衰退の道を辿っていくことになる しかし明治時代前半、漢詩のほ はまだまだ盛んで、漢詩壇は活況を呈していた。
この時期漢詩の製作がまだ盛んであった理由としては、①江戸時代から生 残った詩人もまだ存命であったほ
か、当時の高級官僚など知識人達が漢詩を作るのを好んだこと、②私塾の成立と、詩社 林立が見られたこと。③発表機関としての雑誌や詩集の出版が容易になり、同時に新聞に 欄が設けられその一翼を担ったこと。④中国との交通が開け、人士の往来が盛んになったこと、などがあげられよう。
漢詩人として江木が活躍したのは明治時代の後期にあたるが、当時も森槐南
（一八六三―一九一一）
、永阪石埭
（一八四五―一九二四）
のような専門の漢詩人の存在があった。江木は漢詩の会への参加などを通じてそれら専門の
漢詩人や漢詩の愛好家達 さらには訪日した中国 文人達とも積極的に交流し、多くの作品を遺したのである。本稿では江木衷の漢詩人としての側面 光をあて、そ 作品を鑑賞 彼が当 の漢詩文化に果たした役割、意義について考えてみたい。
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漢詩人としての江木衷
一、江木衷について
江木衷は、一八五八年岩国藩士江木俊敬の次男として山口県岩国市に生まれた。兄は貴族院議員、文部大臣など
を歴任した江木千之
（一八五三―一九三二）
である。衷が八歳の時に父が亡くなり、以後は母と兄の手によって育て
られた。郷里では岩国学校に通い、南方一枝の塾で漢学を修め、一八七四
（明治七）
年十七歳の時に兄を頼って上
京。大学予備門を経て東京大学で法学を学んだ。衷の才能は早くから開花し、その才気煥発ぶりは同級生や教授達を驚嘆させるものであったという。
彼の此素質は、早く既に、大學豫備門及大學の學生時代に發露し、白鶴の雞群を壓して立つが如く、巍然高く他の儕輩を抽きしのみか、幾多の諸教授皆、質疑應答に於て、彼の太刀打ちに辟易したのであった、而して、彼の頭腦の銳敏にして 才氣の潑溂たる、書を讀み理を究むるに際し、字々句々悉く點檢玩味するの學習法を取らず、急所要點 捉へ 一 讀了 十行並び下るの慨あるを以 其速度尋常一樣にはあらず、為めに他の學生に比し大に時間の餘裕あるを利用し 英法てふ限られたる范疇に在籍 乍ら 天馬奔放、瞬く間に佛語獨語に通じ、漢學の素養と相待つ 參考書の涉獵意の儘たりしを以て、拔群の成績を以て業を了へたるは勿論、卒業後老年 至る迄、そ 無限の知識慾を飽滿せしめんとて 孜々汲々各種の學術 研鑽討究 怠らざりし為め 學校 講師となりても、學會の壇上に立ちても 其所說自ら他 平々凡々たる 似ず、他の講師演述
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者等の聽聞に於ては、陶然睡魔に襲はるゝ者と雖も、一旦彼の講座演壇に侍るや、忽ちにして拍手歡呼の人と化するの趣があつた。
（ 『冷灰全集』第一集「冷灰全集發刊の趣旨」 ）
一八八四
（明治一七）
年大学卒業後、伊藤博文の知遇を得て官界に入り、警視庁御用掛りを振り出しに、司法省
参事官、特許局審判官、農商務省臣秘書官、農商務省参事官、公使館書記官、外務省参事官、内務省大臣秘書官、内務省参事官などを歴任した後、一八九三
（明治二六）
年、内務省を辞し弁護士となった。一方、大学卒業の翌年
に英吉利法律学校創設に加わり、自らも教鞭を取るかたわら、一八八七
（明治二〇）
年『現行刑法汎論』を著し
た。また民法典論争では、英法派・延期派の代表として 仏法派・断行派の磯部四郎
（一八五一―一九二三）
らと論
争し
兄の江木千之によると、衷は「資性豪放にして疎懶、高官大家が彼の門を叩いても、未だ曾て答禮の訪問を為し
たことのない、といった風であった」
（ 『冷灰全集』巻四「冷灰全集の後に書す」 ）
といい、官吏時代の江木も「官界の
驕児」といわれるほどの型破りな人物 あった。先にあげた「冷灰全集發刊の趣旨」は次のようなエピソードをあげている。
秘書官として、維新の元勛井上馨氏の部下に屬せし時、其不在中、大臣席の安樂椅子と、彼の籐椅子を取り代へて、自ら之を使用し、大臣の一喝に會ふや、 『遲出早退何等腰を痛むるの實なき者よりも 九時出勤四時退出の者之を使用するこそ、寧ろ理 當然たらず 』と應酬 、或は盛夏の候自ら裸體となりて省內に執務し、
t01_池澤.indd   4 2013/10/02   11:17:16
― 5 ―
漢詩人としての江木衷
大臣の叱吒に逢ひ、平然として『官省は事務の進行をこそ尊べ、決して小笠原流吉良流の禮儀を學ぶべき場所にあらず』と放言し、或は又、各地の地方官が秘書官室に來りて、書類の傳達を乞ふを五月蠅しとし、半紙數枚を繼ぎ、墨黑々と、 「紙屑拾ひ及び 方 入るべからず」と大書して 堂々と之 扉の入口に添付せるはまだしも、我立法史上に有名なる法典延期問題 際に 、內山下町なる內務大臣秘書官々舎を牙營として、自ら政府攻擊軍の先鋒と為った、之をしも驕兒 いはずんば、孰れをか驕兒といはん。
野に下って後の江木は、三井三池鉱山に関する民事訴訟裁判を初仕事として、明治・大正期の有名事件のほとん
どに関与したといわれるほどの著名な弁護士となった。また東京弁護士会会長を二度務め、法典調査会、法制審議会の委員に就任して民法、商法、刑法、刑事訴訟法 どの立法作業に参画した。さらに刑法がイタリア学派の影響を受け、裁判官の権限を大きく認めたことを批判し、陪審制導入の大事を説いた。
このように法律家として多忙な生活を送る一方で、 「毎年新鵑晚鶯の候より、紅蓼白露の節に至るまで、軽井沢
の山荘、白雲深處に隠れ、詩人騒客と相唱和し、邦家に對 社会に對し、憂心忡々の情を包み乍ら、外、殆ど世と相忘るゝ山林の高士たるの趣があった」
（同右）
とあり、風雅な詩人としての一面が窺われよう。
現在江木の作品は、彼が主催した檀欒会の発行した漢詩集『檀欒集』中や、彼が寄稿した新聞・雑誌 漢詩欄の
中にみることができ
る
）（
（
。また、個人の漢詩集としては、 『冷灰遺稿』一巻がある。これは彼の死後の一九二六
（大
正一五）
年に夫人の栄子氏によって刊行されたものだが、編纂した岩渓裳川
（一八五二―一九四三）
の「緒言」には
次のようにある。
t01_池澤.indd   5 2013/10/02   11:17:16
― 6 ―
冷灰博士の詩は人を以て詩を傳ふ可きにして、詩を以て人を傳ふ者に非ざるなり。然るに其の詩の傳ふるに足る者有るは自ら其の品操に緣る。博士の風流此れ從り遠きなり。博士は初め詩を山田新川に問ふ。想ふに其の詩蓋し多し。癸亥 災に一炬し 復た觀る可からず。故に檀欒集の多きに就きて鈔選 爲す 事火速を要すは、滄海の遺珠無しの歎きを保たず。
（原漢文）
「癸亥の災」は一九二三
（大正一二）
年に起こった関東大震災を指し、この時江木夫妻は軽井沢に避暑に出かけて
いて無事であったが、東京神田にあった家屋敷はすべて焼けてしまった。作品の大部分もその時消失してしまったことを惜しむのである。江木が漢詩を学んだという山田新川
（一八二七―一九〇五）
は、江戸後期から明治にかけて
活躍した漢詩人で、字は子昭 号は太刀山人といい、金沢の人である。維新後東京に出て漢詩の結社正葩吟社を主催した。
岩渓の序にあるように、江木はもとより専門の漢詩人ではないが、当時の著名な詩人達と積極的に交わりを結
び、その旺盛な向学心 漢詩の実作にも向けていたことがうかがわれる。そのことは、江木が郷里で最初に漢学を学んだ恩師南方一枝に宛てた書簡 中 、 「當時 都知名の詩家は殆ど皆小生の知人也」 、 「小生も自惚心丈は一點も無之筈、如何なる吟社 も出入致 又拙宅 ても月に二種の雅集相催し一は槐南、石埭、裳川、種竹、夢香、香國等の星社派 一は湖山、松坡、新川、蓄堂等に有之 」とあることからも明らかであろう。
漢詩の会を主催した江木邸は「待我歸軒」という名で呼ばれている。一九〇〇
（明治三三）
年発行の『東京名所
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漢詩人としての江木衷
圖會第二十二編』によると江木の住まいは神田淡路町二丁目七番地にあり、黒門の古風で荘厳な雰囲気の邸宅
）（
（
で、
そこには様々な客が頻繁に出入りし、中国からの賓客までもてなしたという。
社会のあらゆる階層の人々が、江木邸に来訪し、常に門前市をなしていた。政治家あり、弁護士あり、医師あり、新聞記者あり、書家あり、画家あり、俳優あり 実業家あり、稀には「奥さんご気嫌伺いに」などと称して、小使銭をせしめて行く風来坊もやつて来た。又中国等から名士が東京 来た時は、大抵冷灰待我帰軒に招待し歓迎の宴を催した。例えば、孫文や胡瑛などが来日したとき、冷灰盛筵を以 迎えたのである。
（會田範治
『近世女流文人伝』 ）
「漢詩」という分野では素人でも、その社会的地位と知名度、さらに日中の文人達との広い交流関係をみると、当時の漢詩壇において彼が大きな役割を担っていたであろうことは容易に想像されよう。次節では、江木が自ら主催した漢詩の詩社「檀欒会」についてさらに詳しく紹介し、その意義について考えてみ
たい。
二、 「檀欒会」について
江木が檀欒會を設立したのは一九〇二
（明治三五）
年のことであった。会は当初、月一回ほどのペースで開催さ
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れ、参加者の作品を集めて毎年『檀欒集』を編纂し刊行していた。この『檀欒集』は六冊が刊行されたが、そのうち「壬寅」 、 「癸卯」 、 「甲辰」 、 「乙巳」 、 「丙午」の集にはそれぞれ、一九〇二年、一九〇三年、一九〇四年、一九〇五年 一九〇六年の、 「壬子」の集には一九〇七～一九一一年の、檀欒会の席上で披露されたもの及びそれと関連する作品が収録されている。別表Ⅰは、 『壇欒集』の「壬寅」及び「癸卯」の集について、開催された日時、参加者、そして収録作品 詩題などからそ 開催状況を記した 覧である。『檀欒集』に作品を寄せた詩人の総数は七十名にのぼり、毎回の作者は一定ではないが、会の常連としては、森槐南、永阪石埭、本田種竹
（一八六二―一九〇七）
、永井禾原
（一八五二―一九一三）
、岩渓裳川、上夢香
（一八五一―
一九三七）
、関澤霞菴
（一八五四―一九二五）
、高島九峰
（一八四四―一九二七）
、土井香國
（一八五〇―一九二一）
、松田學
鷗
（一八六三―一九四五）
等で、主として星社
（一八九〇年に再興された森槐南を盟主とする詩社。九四年に解散。 ）
に参加
していた著名な漢詩人が中心であった。
場所は江木邸「待我歸軒」のみならず、隅田川の船中や、上野の湖心亭などに場所を移して開催したこともあっ
たようだ。また夏には冷灰は軽井沢の別荘である遠近山荘に出向くのが恒例であったようで、 「甲辰」 、 「乙巳」 、「丙午」の集には、毎年八月、山荘に客を招待し、山中を散策しながら詠じた作品が収録されてい
る
）（
（
。さらに中秋
節や重陽節の節句や、中国からの来賓を招待してその宴席で作品を詠じたものもみ れる。「乙巳」集の永井禾原の序には次のようにいう。
吳蘭雪
）（
（
、張舸齋の『寸草園彙鈔』に序して曰く、人生百年露電の如き耳。其眞の樂しみ為るや四つ有り。而し
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漢詩人としての江木衷
て富貴功名は焉に與らざるなり。一に曰く山水の勝、二に曰わく文章の美、三に曰く友朋の益、四に曰く家庭の娛しみ。其の一端を得れば已に自ら慰むるに足れり。況んや兼ねて之を有するをや。吾が友冷灰先生は、一邱に寄跡 六逸
）（
（
を追蹤す。濟時の策を抱くも、甘んじて陸沈を守る。作賦の才を懷いて、市隱に安んずること
を願ふ。檀欒結社の時、竹裡從り賓を遠近の名莊 招 。山中に向ひて勝を探る 愛し 風雲を借りて氣を為す。琴書を樂しみ 以て憂ひを忘れ、燭 秉りて夜に游び、臂を把るは皆都門の舊雨なり。欄に倚りて曉に望めば情を怡しませるは信嶺 晴霞なる 時に在り。或いは墨水 花 観れば香風十里、蓮塘に當たりて醉ひを明月一湖に買ふ每と 、常に韓孟と偕もに以て聯吟し、亦た謝袁を共にして棹を放つは、較
やや
淮南に客を留むる
こと數僅かに八人なるに勝
り
）（
（
、淨土に禪盟を修むるに一衲を推すと同じからず。況して復た徐嘉
　
蘇蕙
（魏晋
時代の才女）
の多才なるを淑配し、簡簡之芳姿を生成し、恰に欣欣之雅號に合するをや。春山
　
畫に入り、冬
雪
　
能く吟ず。宜べなるかな其の擅ひままに眉を畫くを愛し、心に同夢を甘んずるは。先生の如き者は、正に
一生
　
四樂を修到して、全を兼ぬる者と謂ふ可きのみ。
（原漢文）
禾原のこの序文からは、冷灰が客を愛し、彼を慕ってそのもとに集う文人が数多くいたことがうかがわれる。ま
た冷灰の妻の江木栄子
（欣欣）
は大正三大美人の一人に数えられ、詩、書、画、篆刻、謡曲などをこなす才媛とし
ても知られた。漢詩も善くし、檀欒会にも夫とともに作者として名を連ねている。禾原の文から、江木夫婦の仲睦まじい様子もうかがわれよう。
本稿では、この檀欒会 中でも特に唱和への参加者が多かった第十一集
（一九〇三年一月一七日開催）
に注目し、
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別表Ⅰ
集
開催日時
作
　
品
　
の
　
作
　
者
開
　
催
　
状
　
況
　
な
　
ど
壬寅集
一九〇二年
題字：永阪石埭序文：森槐南
一
二月七日
冷灰（江木衷） 、 （永阪周） 、槐南（森大來） 、香國（土居通豫） 、種竹（本田幸） 、霞菴（關澤清修） 、青雨（吉田淳孝） 、裳川 岩溪晋
二
三月十日
冷灰、槐南、石埭、海雪（手島知德） 、青雨、裳川
三
四月二十日
冷灰、安蔬（森脇退蔵） 、石埭、槐南 夢香（上真行） 、青雨、裳川、霞菴、
墨田川で舟遊び
四
五月十三日
冷灰、槐南 石埭、禾原（永井久） 、霞菴 裳川
「竹酔日」にちなんで
五
六月十二日
冷灰、石埭、槐南、種竹 香國、禾原、夢香、海雪、霞菴、裳川
一八九〇年六月十二日に「庚寅巽亭唱和」が行われたのを記念して
六
七月二十日
冷灰、槐南、種竹 石埭 禾原 香國 九峰、海雪 霞菴、夢香、裳川
芝浦晴見亭にて
七
九月十六日
冷灰、摯甫（呉汝綸） 辟彊（吳啓孫） 槐南、禾原、香國、九峰、霞菴、夢香、海雪、裳川 種竹
湖心亭で呉汝綸らを招いて
八
十月十日
冷灰、摯甫、石埭・槐南・種竹・香國・禾原・九峰・霞菴・海雪・夢香・裳川
重陽節、呉汝綸ら帰国の送別会
九
十一月八日
冷灰・槐南・石埭・霞菴 海雪 九峰 禾原 夢香 裳川
十
十二月三日
冷灰・槐南・石埭・香國・九峰・五峰（坂口恭） 海雪 霞菴・夢香・禾原 種竹
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癸卯集
一九〇三年
題字：高島九峰序文：永阪石埭
十一
一月十七日
冷灰・石埭・禾原・海雪・學鷗（松田甲） ・霞菴・香國・夢香・槐南・蓄堂（結城琢） 種竹・裳川・湘南（大久保達） ・朝軒（谷謹） ・旭厳（關謙之） ・犀東（国府種徳） ・雲颿（田代文基） ・拙軒（行徳温） ・東郭（落合爲誠） 圖 荒川義）九峰・三橋 阪本釤）
蘇軾「聚星堂雪」の詩に次韻
十二
二月二十三日
冷灰・槐南・石埭 種竹 禾原・香國・霞菴・夢香・學鷗・蓄堂・裳川・安蔬
十三
四月十二日
冷灰・槐南・石埭・禾原 九峰 種竹 霞菴・夢香・蓄堂・曖村（江木翼） ・東廂（吉村義俊 ・欣欣（江木栄） ・學鷗・裳川
隅田川に舟を浮かべて花見
十四
五月十二日
冷灰・石埭・槐南・種竹 禾原・九峰・霞菴 夢香・蓄堂・裳川・學鷗
裳川作「落花」三首に次韻した作品など
十五
六月十九日
冷灰・槐南・石埭・九峰・霞菴 蓄堂 海雪・禾原・裳川
冷灰の作品に次韻
十六
七月二十日
冷灰・石埭・槐南・禾原・九峰 霞菴 夢香・蓄堂・學鷗裳川・海雪
冷灰の作品に次韻
十七
十月五日
種竹・石埭・冷灰・霞菴・夢香・禾原・海雪・槐南・九峰・裳川・蓄堂
中秋節、湖心亭にて
十八
十月二九日
冷灰・欣欣・槐南・石埭・禾原 九峰 霞菴 秋水（手島知徳） ・夢香
重陽節、呉汝綸を追悼
十九
十一月三日
冷灰・石埭・槐南・種竹・禾原 九峰 夢香 霞菴 海雪蓄堂・夢舟（塚原周） 東廂 學鷗 裳
湖心亭、冷灰の作品に次韻
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その会で詠じられた江木衷の作品を分析したいと思うが、作品をみる前に、江木が主催した詩社「檀欒会」と彼の邸宅「待我歸軒」の名前の由来について考えてみたい。
三、江木冷灰と「竹」
「檀欒会」という名の由来であるが、一九〇二
（明治三五）
年十二月に刊行された『檀欒集』 「壬寅集」の森槐南
序文では、 「檀欒」とは竹の美しさを形容する言葉であり、江木はこの竹を大変に好み、その居所である「待我歸軒」は周囲を竹に囲まれた閑静なたたずまいであった、と述べている。
檀欒なる者竹の意態なり。始め枚叔により用ひられて
）（
（
、左太沖之を襲ふ
）（
（
。李善選を注するも未だ其の義を解す
るに及ばず、而して後人習用するに以て竹の
貌かた
ちと為す。江文通の「檀欒たる修竹、便娟たる來
風
）（
（
」 、王摩詰
の「閒居日々清淨に 、修竹自ら檀欒た
り
）（1
（
」 、其の尤も
著あら
れる者なり。冷灰主人
雅もと
より子猷の癖有
り
）（（
（
、居る
所の待我歸軒は、四圍皆 にして、蒼翠交ごも加はる。今茲の春初、新たに社を創り、每月一次簡を折りて客を招き、竹を選びて詩を賦さんことを約す 名づけ 曰く檀欒會と。壼觴雅潔、嘯詠風流 曲盡して予汝に和するの樂しみを唱ふ。席上の詩篇往往にして人間に流傳し、遐邇想慕す 頃ごろ其什を彙め之を梓に上す。余に一言を徵して以て緣起を志せしむ。顧ふるに檀欒の字音は團欒と相ひ近し 古へに竹下に團欒する者は、晉に七賢の林有り
）（1
（
、唐に六逸の溪有り
）（1
（
。今日檀欒會中の人、亦た復た何ぞ多く前の嵇阮、後の叔明巢父に讓らん
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や。
（原漢文）
江木自身も、しばしば自宅の竹を詩に詠じている。一九〇二年の檀欒会第四集の江木の作品「壬寅竹醉日、
 檀欒第
四集賦此、乞席上諸賢郢政」では、次のようにいう。
竹間新翠夕煙飛
　
竹間の新翠
　
夕煙に飛たり
人趁幽期叩小扉
　
人は幽期を趁って小扉を叩く
一榻團欒何所似
　
一榻
　
團欒として
　
何の似る所ぞ
千竿披拂自相依
　
千竿
　
披拂して自ら相ひ依る
庭前此日扶君醉
　
庭前
　
此の日
　
君の醉ひを扶け
谷口他年待我歸
　
谷口
　
他年
　
我が歸りを待つ
明日清風來去好
　
明日
　
清風
　
來去に好からん
虛心今昔不長違
　
虛心
　
今昔
　
長へに違はず
「竹醉日」とは陰暦の五月十三日で、古来この日に竹を植えると良いとされる日である。ちょうど第四集の開催日が五月十三日にあたったので、江木は竹を詩に詠じたのである。詩の前半では邸内の様子が詠じられる。一度屋敷の門をくぐれば、そこはおびただしい数の竹が鬱蒼と生茂り、
t01_池澤.indd   13 2013/10/02   11:17:16
― 14 ―
隠士の住まいのような、世俗とはかけ離れた静謐な世界が広がるのである。第五句と六句は中唐の詩人銭起（七二二―七八〇）
の作品「谷口春残り黄鳥稀なり、辛夷花盡きて杏花飛ぶ。始めて憐れむ幽竹山窓の下、清陰を改
めず我が歸を待つを。
（谷口春残黄鳥稀、辛夷花盡杏花飛。始憐幽竹山窓下、不改清陰待我歸。 ）
」
（ 「暮春帰故山草堂」 『錢考功
集』巻十）
を想起させる。銭起の詩では、春が終わり春の風物が次々と去り行く中で、窓辺の竹のいつもと変わら
ぬ清清しい木陰 自分 帰りを待っていてくれたという喜びを詠じるが、江木 詩も同様に竹への愛情を詠じたものであろう。
ここで江木は、自らの句に銭起の作品をうまく読み込んでおり、森槐南もその評語で、 「第五句と六句は、背中
を掻くのに便利な麻姑の長い爪があったとしても、この爽快さには及ぶまい。
（五六、雖使麻姑長爪掻癢、無此快適
也。 ）
」と述べて賞賛している。またここから、江木が自分の書斎につけた「待我歸軒」という名も竹にちなんだも
のであることがわかろう。
江木がこのように竹を愛したのは、竹が高い徳を持った植物として中国の文人達に尊ばれてきた歴史を踏まえて
いよう。中唐の詩人白居易は、竹を愛 、生涯に三百首以上の竹に言及した作品を残したことで有名だが、三二歳の時に長安で執筆した『養竹記』
（ 『白氏長慶集』巻四三）
に次のようにいう。
竹の賢に似たるは何ぞや哉？竹は本固く、固くして以て德を樹つ。君子は其の本を見れば則ち善く建ちて拔けざる者を思ふ。竹は性直く、直くして以て身を立つ。君子は其の性を見れば則ち中立にして倚らざる者を思ふ。竹は心空しく、空しくして以て道を體す。君子は其の心を見れば則ち應用虛しく受くる者を思ふ。竹は節
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ありて貞、貞にして以て志を立つ。君子は其の節を見れば則ち名行を砥礪し夷險一致する者を思ふ。夫れ是の如し、故に君子人は多く之を樹えて、庭の實と爲す。
江木の詩の第八句に「虚心」とあるのも、白居易のいう「竹心空、空以體道、君子見其心、則思應用虛受者」と同様、君子 理想とされる心のあり方を言おう。さらに白居易が「水は能く性淡くして吾が友爲り、竹は解く心虚しくして即はち吾が師なり」
（ 「池上竹下作」同巻五三）
と述べるように、江木も古来より変わらぬ竹の姿に、そのよう
な尊崇の気持ちを持って接していた であろう。参加者の一人永井禾原も、江木の詩を受け 「好し此の君と同もに一醉せん。應に知るべし我が輩も亦 虛 なる 」と詠じている。
このように、冷灰の竹への愛好は、彼が中国の書物を渉猟し、その精神を深く学んでいたことの査証でもあろ
う。古人への尊崇を表す方法として、その詩 次韻
（他人の詩と同じ韻字を同じ順序に用いて詩を作る）
するという方
法がある。檀欒会の第十一集で 、北宋の詩人蘇軾
（一○三六―一一○一、字は子瞻、号は東坡居士）
の「聚星堂雪」
という作品に、第二 集では南宋の詩人陸游
（一一二五―一二一〇、字は務観、号は放翁）
の「西郊尋梅」に次韻した
作品を詠じてい 以下に、冷灰が深く古 を学んだ一例として、 「聚星堂雪」の次韻作をとりあげたい。
四、蘇軾と「聚星堂の雪」
一九〇三
（明治三十六）
年一月十七日に行われた檀欒会第十一集の例会では、主人の江木冷灰が蘇軾の名作「聚
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星堂雪」の体に倣って作品を詠じたのを皮切りに、列席者が唱和したのみならず、全国からも作品が寄せられて、最終的には百首以上が集まるという活況を呈した。この一連の唱和の冒頭を飾る江木の作品を紹介する前に、まず日本の文人と蘇軾、そして蘇軾の「聚星堂雪」という作品について簡単に述べておきたい。
蘇軾は、中国の文人の中でも最も多くの日本人に慕われてきた人物であり、室町時代より蘇軾の詩文の研究が盛
んに行われ
）（1
（
、その作品は文人達に愛好されたが、その伝統は明治・大正期に至る迄続いていた。明治・大正期に蘇
軾を尊崇した人物として最も著名なのは、長尾雨山
（一八六四―一九四二）
と富岡鐵齋
（一八三六―一九二四）
とであ
ろう。蘇軾の生誕の日には彼らを中心と 文人達が集い、雅集
（以下「壽蘇会」と呼ぶ）
を行なっ
た
）（1
（
。また、詩文
集『壽蘇集』を刊 した
）（1
（
。
さらにその長尾雨山の壽蘇会に先立つこと数年の明治四一年
（一九〇八）
には、元官吏にして実業家の漢詩人永
井禾原
（一八五二―一九一三、名は久一郎）
によって壽蘇会が催された。前述のように永井禾原は江木とも親交があ
り、明治四四年
（一九一一）
十二月十九日に星岡茶寮で行われた禾原の壽蘇会には、江木衷も名を連ねている
）（1
（
。
さて、江木の檀欒会で取り上げられた「聚星堂雪」という作品は、蘇軾が元祐六年
（一〇九一）
に頴州で詠じた
ものである。その序によると、 「元祐六年十一月一日、雨 張龍公に禱りて、小雪を得たり。客と聚星堂 會飲す。忽ち憶ふ歐陽文忠公守と作りし時、雪中客に約して詩を賦し體物の語を禁じ 艱難中に于いて特に奇麗を出す。爾來四十餘年、繼ぐ者有る莫し。僕老門生を以て公の後を繼ぐ。先生に追配するに足らずと雖も、而も賓客美、殆ど當時に減ぜず。公の二子又適たま郡に在り。故 輒ち前令 舉げて、各おの一篇を賦す。 」とある。つまりこの詩は「體物の語を禁ず」という制約のもと 作られたも である。 「 」 は陸機の『文賦』にみえ 事
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物を描写する時に用いられる言葉だが、この詩の場合は雪を形容する常套語のことで、その使用を禁じたのである。蘇軾の詩の序文 触れ ている歐陽修の「雪」の詩
（ 『歐陽文忠公集』巻五十四）
は皇祐二年
（一〇五〇）
の作
でその本文の題下には「玉、月、梨、梅、練、絮、白、舞、鵝、鶴、銀等の事、皆請ふ用ふること勿かれ。 」とある。このように、ある詩題について 体物語となっているものを示し、そういう語を用いないという制約のもとに作られた詩を禁体詩という
（趙翼『陔餘叢考』 「禁體詩」 ）
。また、蘇軾の作品中に、 「當時の號令
　
君聽取せよ、白戰
許さず寸鐵を持す を。 」とあることから、歐陽修や蘇軾の れら 作品に代表される雪を詠じた禁体詩は「白戰」と呼ばれてい
る
）（1
（
。白戦体は宋代に大変流行し、 『全宋詩』には、両宋合わせて約三十七題四十三首の作品がみえる
という
）（1
（
。
日本でも江戸時代より多く文人達がこの蘇軾「聚星堂雪」に代表される雪を詠じた禁体詩に関心を示し、その体
に倣った数多くの作品を残している。例えば、江戸後期の儒学者林述齋
（一七六八―一八四一）
の作品は、頼春水
（一七四六―一八一六）
が編纂した『與樂園叢書』巻十一に、 「林祭酒、和東坡聚星堂雪詩」として六
首
）11
（
が収録されて
いる。この六首はいずれも蘇軾の「聚星堂雪」に次韻した作品である。
さらに、江戸・明治期の漢詩人の作品を集めた『詩集
　
日本漢詩』
（汲古書院、一九八八年）
の中にも、賴春水
（一七四六―一八 六）
、佐藤一齋
（一七七二―一八五九）
、中島棕隱
（一七七九―一八五五）
、安積艮齋
（一七九一―
一八六〇）
、大槻磐渓
（一八〇一―一八七八）
、村上仏山
（一八一〇―一八七九）
、大沼枕山
（一八一八―一八九一）
、森春濤
（一八一九― 八八九）
、向山黄村
（一八二六― 八九七）
、田辺蓮舟
（一八三一― 九一五）
、大沼枕山
（一八一八―
一八九一）
らの関連作品が多数みえている。
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これらの作品は、歐蘇の白戦に倣って禁体で「雪」を詠じたもの、 「雪」を詠じてさらに蘇軾の詩に次韻したも
の、 「雪」とは関係なく蘇軾の作品に次韻したもの、等様々だが、蘇軾のこの詩に対する日本人の関心の高さがうかがえよう。
五、檀欒会の「聚星堂雪」関連作品
檀欒会第十一集に寄せられた「聚星堂雪」関連の作品は全部で九十八首にのぼるが、その作者と作品数は次の通
りである。【檀欒会会員の作品】江木冷灰
（名は衷。法律家。 ）
　
二首
永阪石埭
（名は周二。医師、書家、漢詩人。 ）
　
一首
永井禾原
（名は久一郎。官僚、実業
　
一首
手島海雪
（名は知徳。製塩業。 ）
　
一首
松田學鷗
（名は甲。測量技手。 ）
　
一首
關澤霞菴
（名は清修。漢詩人。 ）
　
一首
土居香國
（名は通豫。官僚、漢詩人 ）
　
四首
上夢香
（名は真行。雅楽家。 ）
　
五首
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森槐南
（名は公泰。漢詩人。 ）
　
六首
高島九峰
（名は張輔。官僚。 ）
　
五首
結城蓄堂
（一八六八―一九二四、名は琢。漢詩人。 ）
　
十首
本田種竹
（名は秀。東京美術学校教授。 ）
　
二十四首
岩渓裳川
（名は普。漢詩人。 ）
　
十首。
このように、土居香國と上夢香が四首ずつ、森槐南が六首、高島九峰が七首、結城蓄堂と岩渓裳川が十首ずつ、
そして本田種竹は実に二四首と、多数の作品を寄せている作者がいることが注目される。【会員以外から寄せられた作品】さらに、檀欒会 会員以外からも多くの作品 寄せられた。これについて編者の岩渓裳川が「聚星 の次韻一た
び出づるに、會外の士も亦た題詠を試みる者頗だ多し。洵に是れ凞朝の風雅、詩壇の典型なり。予今採りて以て後に付す。 」と述べて同集に収めている。
大久保湘南
（一八六五―一九〇八
　
名は達。漢詩人。 ）
　
一首
谷朝軒
（一八四九―一九一四
　
名は謹一郎。実業家、漢詩人。 ）
　
一首
關旭厳
（一八五四―一九〇七
　
名は謙之。新聞記者。 ）
　
一首
国府犀東
（一八七三―一九五〇
　
名は種徳。詩人。 ）
　
二首
田代雲颿
（一八四一―一九〇八
　
名は文基。医師。 ）
　
四首
行徳拙軒
（一八三三― 九〇七
　
名は直温。医師、漢詩人。 ）
　
五首
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落合東郭
（一八六七―一九四二
　
名は為誠。第五高等学校教員。 ）
　
六首
さらに『檀欒集』第二十集には、関連する作品として王黍園
（一八三六―一九〇八
　
名は治本、字維能、号桼園、浙
江の人。 ）
ら中国からの来賓が寄せた関連作品が四首収録されている。
寄せられた作品は「雪」を詠じたものも 「雪」とは全く関係のないものもあるが、すべて蘇軾の作品と同じ韻
字を用いた次韻の作である。このように多数の次韻詩が寄せられたことについて、主催者の江木は未曾有の盛事として喜び、次の檀欒会第十二集においても「聚星堂 、同人作る所殆ど七、 八十篇に至る。相ひ傳へて未だ曾て有らざるの盛事と為す。予竊かに之を祝ひ、復た雪を詠ず。 」として再び雪の詩を詠じ いる。さらに永阪石埭は「癸卯」の巻の序文で、 「憶ふに今春の白戰、諸將詞鋒甚だ銳く、與もに爭ふこと能はざるに因りて、余辟易して檀公の上計
を
）1（
（
用ふるのみ矣。 」と述べ、さらに第十二集に寄せた作品の詩題には「癸卯正月、待我歸軒檀欒会第十一
集、東坡聚星堂の詩韻を用いるを課と爲す。而して冷灰の首倡一たび出づるや、賡和するもの極めて多し。一人にして二十餘疊韻に至る者有り。盛んなりと謂う可きのみ矣。當時余儘かに一篇を作り 聊さか其責を塞ぐのみ。 」と述べる。石埭 文章か は、いかに「白戰」というものが詩人達を魅了したかがうかがわれる。作 の技量を競う格好の場として、多くの漢詩人が次々と参戦し、白熱した詩の応酬を行ったことは、まさに漢詩文学 興隆を内外に示したもの 言えよう。
それでは江木の作品をみたい。
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六、江木冷灰の次韻詩
『檀欒集』第十一集は、冷灰の次の作品「檀欒第十一詠雪、用東坡聚星堂韻禁體」に始まる。
（紛紛滕六摘瑞葉
　
紛紛として滕六瑞葉を摘み
（擲作人間一夜雪
　
擲げうって人間一夜の雪と作す
（倚竹天寒空谷深
　
竹に倚りて天寒く空谷深く
（迎賓逕淨點塵絕
　
賓を迎へて逕淨く塵の點ずるを絕ゆ
（蓑披獨速舟可行
　
蓑披
き
て獨り速やかに
　
舟行く可く
（門聞剥啄屐欲折
　
門に剝啄を聞いて
　
屐折れんと欲す
（郢歌一出和者稀
　
郢歌一たび出づるも和する者稀なり
（周道漸衰雅音滅
　
周道漸やくへて雅音滅す
（征士時借老馬知
　
征士
　
時に借る老馬の知
（0飢禽應怯蒼鷹掣
　
飢禽
　
應に怯ゆ
　
蒼鷹の掣くを
（（唯看佳人飄袖翠
　
唯だ看る佳人袖翠を飄へし
（（且將瘦影上簾纈
　
且つ瘦影を將
もっ
て簾纈に上る
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（（誰學袁安臥山堂
　
誰か學ばん袁安の山堂の臥すを
（（何須陶侃布木屑
　
何ぞ須らく陶侃木屑を布くべし
（（暖寒勝會逞鯨吞
　
暖寒の勝會
　
鯨吞を逞しくし
（（玄冥餘威爭電瞥
　
玄冥の餘威
　
電瞥を爭ふ
（（人卜今夕豈無因
　
人の今夕を卜するは豈に因無からんや
（（天降此物應有說
　
天
　
此物を降すは應に說有るべし
（（八百年後追坡公
　
八百年後坡公を追ふも
（0公詩如金我詩鐵
　
公の詩は金の如くして我が詩は鐵なり
先に述べたように東坡の作品は「玉、月、梨、梅、練、絮、白、舞、鵝、鶴、銀等の事」を用いないという条件
の上で「雪」を詠じたものだが、江木もそれを踏襲し、さらに東坡の詩に次韻している。
第一句から第四句では、雪の降り出して、その雪が降り積もって一面銀世界となった静かな庭のたたずまいを詠
じていよう。ここでも江木は自ら 屋敷を隠士の住まいになぞらえて「空谷深」という表現を用い、さらに彼が好んだ「竹」を読み込ん いる。 「滕六」は雪を掌る神の名、 「瑞葉」は降る雪を喩えたものであ
江木のこの詩には、 「雪」に関連する故事がいくつか用いられている。第五句の「蓑披獨速舟可行」は東晋 文
人王徽之が大雪の夜に小船 友人の戴逵
（三二六―三九六）
を尋ねた故事
（ 『世說新語』 「任誕」 ）
に基づくものであろ
う。ここではこの日会に集 客人たちが 邸を目指すさまを喩えているのかもしれない。第六句の「剝啄」は客
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人が門を叩く
音
）11
（
、 「屐欲折」も、第五句と同じく東晋の政治家、謝安
（三二〇―三八五）
の故事を用いたものであ
る。謝安は戦の勝利を聞いて喜びのあまり下駄の歯が折れたのも気づかないほどであった
（ 『晉書
· 謝安傳』 ）
という
もので、ここでは客を迎える主人の喜びを表現したものであろう。
さらに第七句の「郢歌一出和者稀」は戦国時代の歌曲「陽春白雪」の故事で、郢の都では通俗歌曲に唱和するも
のは数千人いたが、高尚な「陽春白雪」を歌うものは数十人にとどまっ 、というものである。第八句の「周道」は周代の正しい政治で それが衰退すると、 「雅音」つまり受け継がれてき 正統な詩歌も滅びていくというのである。第七、 八句において江木が嘆じているのは、漢詩文 世間が捨てて省みなくなりつつあることであろう。森槐南はその評語で江木のこの句を受けて よくぞ言っ くださった！この会があるのは 全く幸いなことだ
（差
強人意者、賴有斯會耳。 ）
」と応じている。
九句と十句は「老馬」と「蒼鷹」が対になっているが、これは杜甫の詩の「老馬
　
夜
　
道を知り、蒼鷹
　
飢えて
人に著く
（老馬夜知道、蒼鷹飢著人）
」
（ 「觀安西兵過赴関中待命二首」 （其一） ）
の句を踏まえたものであろう。 「老馬知」
は出征した管仲が老馬によって正しい道知っ 故事
（ 『韓子・說林篇』 ）
、 「蒼鷹掣」は、後漢末の武将呂布
（一六一―
一九八） （ 『後漢書・
吕
布
伝
）11
（
』 ）
や後燕の成武帝慕容垂
（三二六―三九六）
の故事
（ 『晋
书
・慕容垂載
記
）11
（
』 ）
にみえるように、
傑出した能力のある人物は、志を得ない時
（飢えた鷹）
は人に従っているが、一旦活躍の機会が訪れると
（鷹が満腹
すると）
高く飛翔する、という記述を踏まえたものである。ここでは前の二句を受けて、滅びつつある「雅音」を
伝える者 してこの会に集う 々の秘めた 能力を言おう。
第十一句、十二は美人が振袖を翻し、そのほっそりとした影があでやか すだれに映るというものだが、これは
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蘇軾の原詩に「恨らくは翠袖の橫斜に點ずる無く、祇だ微燈の照らして明滅する有るのみ
（很無翠袖點橫斜、祇有微
燈照明滅）
」とあるのを踏まえていよう。蘇軾の連なった宴席には佳人がいなかったが、ここには美人が登場してい
る。
第十三は後漢の袁安の故事で、大雪で飢餓状態の時、他人も皆困窮していることを慮って外に食料を求めに行か
ず自宅に篭っていた
（ 『後漢書
· 袁安傳』李賢注）
という話を踏まえる。第十四句は雪に備えて地面に散布する木屑を
保存しておいたという陶侃 故事
（ 『晉書・陶侃傳』 ）
で、いずれも雪に関わる典故を用いたものである。
第十五句の「暖寒會」は、富豪の王元寳が になると自宅前の街道の雪を掃き清めて道を作り、人々を招い
て宴席を開いた、と う故事
（ 『開元天宝遺事』 ）
を踏まえたものである。ここは自らが主催する宴席を言おう。そこ
で大いに飲み食 すれば、雪を掌る神「玄冥」もそれに応じてさかんに雪を降らせるというのである。
第十七句に「人卜今夕」とあるが、江木は檀欒会を開催したこの日は、陰暦の十二月十九日で、蘇軾の生日にあ
たっていた
）11
（
。おそらく江木はそのことを意識し、その奇縁を思ってこの時の課題に蘇軾の作品を選んだのではない
かと想像される。最後に江木は蘇軾の作品への敬意を表し、結びとしてる。
このように、江木の詩は 雪」に関する多くの典故を使用してそれを自らの作品に溶け込ませている。このこと
は江木の漢詩文に対す 深 素養 示すものであろう。さらに「雪 を詠じるのみならず、漢詩文の作者としてその伝統を後世に伝えていこうと う高い志も詩中に詠じており、作品を読んだ檀欒会の会員達の士気もおのずから高まったであろう。この意味で、まこと この作品は百首近い唱和詩の冒頭を飾るに ふさわしいものであったといえよう。
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七、江木衷と漢詩文
江木は「支那文學と日本趣味」
（ 『山窓夜話』 ）
という随筆の中で、中国の文学について次のように述べている。
支那の文學上下三千年其詩賦文章儒釋道に涉りて更に燈分派別す、或は氣に逸し或は格に老し或は情を暢へ或は思を刻す。其言辭の豐富、其趣味の深遠、他邦文學の及ぶ所にあらず。英獨佛の文學亦見るべきものなきにあらずと雖も之を支那文學に比すれば未だ卑近淺薄の觀なき能はざるは詩と謂ふに及ばず文と謂ふに及ばず之をその言語文字自身に見るも明白なるべし。試みに見よ、英語に於いて赤
（レッド）
の字は血の如き色と注
す、稚兒 見解のみ。霜葉の色と注す可なり、疱瘡神の色と注す可なり、下婢の瞼邊の色と注す亦可なり、媱娃の羅裙の色と注す更に可なり。支那に在っては即ち如何、赤は南方の色と注す、其理想遠大彼是考量の中に落さざる也。丹、紅、朱、絳、殷、赭、赬、彤、渥、等又各其義を異に 、其他の文字皆然らざるはなし。而かも典故は典故を生じ故事成語亦幾千萬、學び得て以 吾人胸中の奇 吐くに足る。予が支那の文學に取る所のもの之を以て吾人が思想表示の用 供し 之を以て我時文の發達進步に資せんとす 在り。吾人に吾人立の思想あり。支那思想の奴隸たるべき あらざるは論なき也。我に我國體風俗あり。相似ると云ふと雖も直ちに採りて之を我に適用し得べからず。…我新日本の漢詩は古今未曾有 一大 を爲したるも 稱せらる。更 進んで其精神 日本化 る 必要なきにあらざる耶 漢詩が未だ平民 學 中心たるを得ざ も夫れ
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之あるが爲め耶。
これにより、江木は中国の漢詩文を学んで、それを自家薬籠中の物とすることにとどまらず、さらにそこに日本
人の精神文化を盛り込んで漢詩文をよりいっそうひろく一般の日本人にもなじみの深いものにしたいという志があったことがわかろう。本稿 は江木の檀欒会第十一集の作品を紹介したが、さらに明治四十五年まで続 た『檀欒集』やそ 他の刊行物に発表された 作品を分析をして、ひき続き漢詩人として 江木衷 全体像を明らかにしていきたいと思う。また蘇軾の「聚星堂雪」関連の作品については、今後江木以外の作者の作品も分析し、日本人が蘇軾という文人を愛好し 歴史において、彼らの唱和が果た た役割 考えていきたい。
注
（
（）　『冷灰全集』巻四「待我歸軒詩存」には、 『檀欒集』から冷灰の作品が集められている。また松田義男氏の作成した「江木衷著作目録」 （
http://w
w
w
（.ocn.ne.jp/~
ym
atsuda/ ）によると、一八九五（明治二八）年から『法学新法』などの雑誌
に漢詩を寄せている。
（
（）　
長谷川時雨『近代美人伝（下） 』 （岩波文庫、二〇〇一年七月）より。
（
（）　
檀欒会第二五集（ 「甲辰」 ） 、第三二集（ 「乙巳」 ） 、第三八集（ 「丙午」 ） 、第四二集、第四八集（以上「壬子」に収録）は
遠近山荘にて行われている。
（
（）　
呉蘭雪（一七六六―一八三四） 、詩人。名は嵩梁、江西の人。
（
（）　
唐代、竹渓に遊んだ六人の賢者の称。李白・孔巣父・韓準・裴政・張叔明・陶沔の六人。
（
（）　
淮南王劉安が天下の俊才八人を招いた故事による。 （ 『楚辞』 「招隠士」序）
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（
（）　
枚乘『梁王菟園賦』に、 〝脩竹檀欒、夾池水、旋菟園、並馳道。 〟とある。
（
（）　
左思『吳都賦』に〝檀欒蟬蜎、玉潤碧鮮。 〟とある。
（
（）　
江淹「劉僕射東山集學騷」 。
（
（0）　
王維「沈十四拾遺新竹生讀經處同諸公之作」 。
（
（（）　
東晋の王徽之（字は子猷） 。竹を愛好した。
（
（（）　
三国魏の末期、河南省北 部一帯の竹林で集まって、清談を行った七人の賢人。阮籍、嵇康、山濤、向秀、劉伶、阮
咸、王戎。
（
（（）　
注（
（）参照。
（
（（）　
例えば、一五三四年に成立した蘇軾の詩注『四河入海』はその最大の成果であろう。
（
（（）　「乙卯壽蘇会」 、 「丙辰壽蘇会」 、 「丁巳壽蘇会」 、 「己未壽蘇会」 、 「丙子壽蘇会」など。
（
（（）　
長尾甲編『壽蘇集』 （一九三七年刊） 。
（
（（）　
この日、列席者は蘇軾の「雪後到乾明寺遂宿」に次韻した作品等を詠じたが、江木も「辛亥臘月十又九夕 禾原先生邀
同人星岡茶寮例作坡公生日、席上次公雪後到乾明寺遂宿韻、即希諸先輩唫定」という作品を残している。
（
（（）　
また、歐陽脩『六一詩話』には、許洞（九七六―一〇一五）という詩人が めて禁体詩を詠じたと述べる。
（
（（）　
張高評『白戰體與宋詩之創意造語』 （香港中文大學 中國文化研究所學報』第四八期、二〇〇八年）の調べによる 張
氏は詩題で白戦と標榜していないが禁体を使用している楊萬里「雪」三首などの作品も含めて数えている。
（
（0）　（ 「臘末大雪、用眉山聚星堂雪詩韻」 、 「乙亥元正夜深又雪、明則四望皎然束裝將朝、再用前押 其明侍夜讌歸、復用前韻」 、 「燈節前一日、雪中冠山見過、即席疊用前礎」 、 「是日家兒咸出賞雪歐巢、會余病足不能偕赴、悶豈可言」 、 「元夜乘月涉園又得一首」 ） 。
（
（（）　『南史
· 王敬則傳』に〝敬則曰： ＇檀公三十六策、走是上計、汝父子唯應急走耳。 ＇ 〟とある。
（
（（）　
韓愈『剝啄行』に〝剝剝啄啄、有客至門。 〟とある。
（
（（）　〝譬如養
鹰、飢即為用、飽則颺去。 〟
（
（（）　〝且垂猶鷹也飢
则則附人、飽便高揚。 〟
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（
（（）　
本田種竹もその十一番目の作品の詩題に「此日實為陰歷十二月十九日恰
值公誕辰。公之靈而有知、亦當海外奇緣。壽蘇
有例、何可無詩、因追作以志景仰云」と記し、蘇軾の生誕を祝っている。
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